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小学校における体験型防災教育の実践と評価
ー土木工学との関連を図った授業の実践を通して一
Practices and Evaluation of Hands-On Disaster Prevention Education in Elementary Schools 
-Through the Practices of Classes Cooperating with Civil Engineering-
清水秀夫.1'木村清和竺阿部博文末武義崇•3
Hideo SHIMIZU、KiyokazuKIMURA、HiroshiABE、Yoshitaka SUET AKE 
要旨
自然災害が多い日本では、学校教育において、
防災教育に取り組む必要性が高まっている。本
稿は、小学校6年生を対象に、体験型防災教育
の授業を実践し、その有効性を評価したもので
ある。授業実践では、土木工学の専門家と連携
し、「地巽発生の仕組み」「液状化実験」「共振実
験」「火山噴火の仕組み」を取り上げた。授業後、
学習者が授業に取り組んだ態度やワークシート
への記述等から実践を評価した。その結果、本
実践が、学習者の防災意識を高めることに有効
であることを検証することができた。
1. 研究の背景および目的
地箆などによる自然災害が多い日本では、小
学校教育において、自然災害が起こる仕組みや
防災への取組みについて積極的に学習させ、児
童の防災意識を高めていく必要がある。しかし、
吉岡・建部 (2007)によれば、防災に対して多
角的に教育する必要性を感じてはいるものの、
防災教育に自信がもてなかったり、学校におけ
る防災教育の不足を感じたりしている教師は多
い。東日本大裳災以降、小学校教育における防
災教育の必要性はさらに高まっており、どのよ
うな内容を学習として位置付けたらよいか十分
に検討していく必要がある。
小学校における防災教育は、避難訓練などの
体験的な活動を特別活動に位置付けて実践され
ている。教育課程上の教科では、社会科におい
て、防災に関わる関係機関の働きや工夫、自然
災害の防止、災害復旧の取組等を扱う学習が位
置付いているが、社会における防災の仕組みを
学ぶ内容になっている（文部科学省、 2008)。ま
た、自然事象を学習対象とする理科においては、
第5学年B領域「流水の働き」、「天気の変化」
や、第6学年B領域「土地のつくりと変化」に
おいて、自然災害との関連付けた指導を展開す
るよう示されている（文部科学省、 2008)。しか
し、これらの学習では、図害資料や映像資料等
を活用した展開が多いため、自然災害について
実感を伴った理解に結び付かなかったり、自然
災害を自分ごととして捉えきれず、防災意識を
高めることができなかったりたりすることが少
なくない。小学生にとって具体的な体験を通し
て学習することは、単元で身に付けさせたい資
質・能力を効果的に身に付けさせる上で有効で
あるが、中村 (2007)が指摘するように、小学
校においては体験的な活動を取り入れた防災教
育の授業は少ない。国の防災教育実態調査結果
からは授業における防災教育の実践は低い水準
にあることが報告されている（文部科学省、
2007)。
学校教育における防災教育の試みについては、
以下のような報告がある。石澤ら (2000)は、
学齢期からの防災教育の重要性に注目し、小学
* 1 共立女子大学 *2 群馬工業高等専門学校 *3 足利工業大学
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校における防災教育に関わる各教科等の内容を
分析し、副教材を作成・試行している。また、
吉村ら (2005)は、総合的な学習の時間を利用
した防災教育プログラムを提案している。さら
に、源栄 (2010)は、防災教育 DVDに基づい
て地箆防災対策の概要を学ばせるとともに、地
盤模型や地痰計、地箆の揺れ、緊急地震速報シ
ステム、起箆車などを活用した体験的な学習を
取り入れた地鋸防災授業を小学校で実践し、効
果を確認している。
一方、学校教育における防災教育の在り方と
して、五島(2010)は、児童生徒の発達段階に応
じた指導目標を立てることの大切さや、地域の
教育力を利用することの必要性を指摘している。
浅井• 熊谷 (2009)は、建築士などの専門家、
短大生、地域住民、行政機関等と協力し合い、
地域連携型の防災教育を実践している。その結
果、児童が防災を身近な問題として捉えられた
こと、専門家のアドバイスが児童の気付きにつ
ながったこと、災害や防災についての基本的な
事項の理解が図られたこと等を報告している。
防災教育に理科的なアプローチを取り入れて
実践を試みた報告もある。小松原•平田 (2010)
は、観察や実験等の体験を取り入れた防災教育
の学習を展開し、防災に対する興味• 関心を高
められたことを報告している。また、川端• 福
田 (2004)は、防災教育を意識した共振実験や
液状化現象のモデル実験などを構想し、小中学
校での活用を提言している。
これらの研究成果を踏まえ、本研究では、児
童の防災意識を高めることを目的に、小学校第
6学年理科「土地の変化を調べよう」の単元に
おいて、土木工学との関連を図った体験型の授
業を構想して実践を試みるとともに、その実践
による児童の防災意識の高まりを検証すること
とした。
2 実践の経緯
2. I土木工学との連携
公益財団法人土木学会では、教育企画・人材
育成委員会に、キッズプロジェクト検討小委員
会があり、小中学校の総合的な学習の時間、お
よび理科・社会などの教科教育における学習支
援（出前授業）、くらしと土木に関する市民や小
中学生のための地域活動の紹介、土木と生涯学
習の関わりに関する調査研究等の活動を行って
いる。
筆者らは、平成20年度より、本プロジェクト
と連携し、小学校理科教育において、土木工学
の専門家の支援を受けた体験型の防災教育を計
画し、実践した。本研究では、その実践を報告
する。
2.2体験型授業の内容検討
小学校学習指導要領解説理科編 (2008)にお
いて、自然災害との関連付けた指導を展開する
よう示されている内容の中で、地震による災害
を扱う「土地のつくりと変化（第6学年B領域）」
の学習で、土木工学との関連を図った実践が展
開できることから、体験型の防災教育をこの単
元に位置付けることとした。学習の内容は、土
木工学の専門家からの提案を受け、「地箆発生の
仕組み」、「振動台による液状化実験」、「共振実
験」とした。これは、これまでの実践から、な
ぜ地雛が発生するのかという疑問を児童の多く
がもっていること、地鹿による災害が、揺れや
液状化による家屋等の損壊によることが多いか
らである。
また、この単元の学習では、火山噴火による
災害も扱うため、本実践の内容に「火山噴火の
仕組み」も位置付け、小学校の理科専科の教諭
が指導することとした。
授業の主な内容は次のとおりである。
(1)地箆発生の仕組み
• プレートテクトニクス理論の説明
・地痰が起こる仕組みについてタイプ別の説明
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• こんにゃくを用いた装附による地店発生奥験
(2)振動台による液状化実験
• 兵i詞県南部地震の地震波を入力した小盟旭動
振動台を使用した液状化英験
・液状化の条件 （地下水位の状態、土の状態、
地震の大きさ）についての説明
・液状化による被害 （マンホールが浮く 、明砂、
建物の沈下など）の様子について写真や動画
での説明
・地震の特徴 (P波と S波、地震の揺れの長さ、
緊急地裟速報の仕組み） についての説明
(3)共振実験
• 厚紙で大中小3つのラーメン構造の実験モデ
ルを児廊が作成 （材料は小学校で準備）
・モデルの揺すり方や阻さによる揺れ方の迩い
を調べる実験
• 同じ地震でも建物によって揺れ方が辿うこと
や、揺れを小さくする方法 （耐店、免店、制
震）の説明
・地店の大きさと店度についての説明
(4)火山哨火の仕組み
• 日本の活火山の分布と火山唄火の仕組みの説明
• 火山哨出物と災害との関係についての説明
• 身近な火山の哨火と災害の歴史についての説明
• 火山活動から受ける恩恵についての説明
2.3事前準備
本実践の実施に当たって、次のような事前準
備を行った。
(1)講師との打ち合わせ
授業実施の3週間前に、土木学会講師との打
ち合わせを行った。学習内容の確認や所要時間、
児敵が準備するもの等について確認した。また、
児箪が学習で用いるワークシー トについても検
討した。その後、講師派姐依頼料を作成し、提
出した。
(2)教材の作成
共振実験では、児童一人一人が主体的に実験
に取り組めるように、駆紙を用いて、悩11に示
した大中小3つのラーメン構造の尖験モデルを
図 l ラーメン構造の共振‘火験モデル
各IわIが組み立てた。
(3)前LI準備
授業の前17には、授業で使）廿する機材等を学
校に搬入し、すぐに使JTlできるようにセットし
た。また、小型振動台などの機器については、
動作確認を行った。
3 研究の内容
3. l学習単．元と』月3!i:対象
(1)学習単元
小学校第6学年「土地の変化を調べよう」
(2)調壺対象
群馬県公立小学校6年生 148名
3.2 りt元の構想
(1)単元構想
本単元の学秤は、小学校学習指祁要領、第2
邸第4節 （理科）の第6学年、内容8(4)「土
地のつくりと変化」に基づくものである。ここ
では、土地やその中に含まれるものを観察し、
土地のつくりや土地のでき方を調べ、 土地のつ
くりと変化についての考えをもつことができる
ようにする」ことをねらいとしている。このた
め、学習内容が多く、また指祁時数も多い。そ
こで、本実践では、「土地のつくり」に関わる内
容と「土地の変化」に関わる内容とを分けて単
元を構想し、「土地の変化」について学習する過
程で、体験製の授菜を位骰付けることが最も効
果的な学習になると考えた。そして、表lに示
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表l 学習単元の構想
学習る程 学 習 内 容 時間
O地震や火山のfjきで土地が変化してい
つかむ ることの分かるVTR資料を視迂し． 1 
土地が変化していくことへの気付きや
狂問をもっ．
O火山活動や地震による土地の変化につ 1 
追究する いて訊ぺる計回を立てる．
O火山活動や地震による土地の変化につ 3 
いて．図書資料筆を伎って＂べる 。
0地震発生の仕組みや火山噴火の仕雑み 3 
について字習したり、液状化実験や共
撮実験に取り絡んだりする．
O火山活動や地震による土地の変化につ 2 
いてさらに関ぺたりまとめたりする．
0体験したことや訊ぺたことを伝え合い
実感する 土地が火山活動や地震によって変化し 2 
ていることをまとめる。
すような単元を構想した。本単元の学習では、
まず、地澁や火山活動によって土地が変化する
こと を示した狩料を提示し、気付いたことや疑
問に思ったことを話し合う ことで、児窟が調べ
ていきたいことを課題として決められるように
した。そして、地篠や火山活動による土地の変
化について調べる計画を立て、図瞥夜料等を使
って課題を追究できるようにした。
次に、防災窓識を高めることを目的としたイ本
験型授業を3時間位慨付け、地震発生の仕組み
や火山哨火の仕組みについて学習したり 、液状
化実験や共振実験に取り組んだりすることで、
防災意識を高められるようにした。体験型の授
業後には、地震や火山活動による土地の変化に
ついて、更に追究できる時間を（立附付け、防災
を意識した追究ができるようにした。
最後に、調べたことや体験したことを伝え合
うことで、土地が地設や火山活動によって変化
していることをまとめられるようにした。
(2)体験型授業の構想
防災意識を高めることを目的とした体験型の
授業の内容である「地店発生の仕組み」、「振動
台による液状化実験」、「共振実験」、「火山哨火
の仕組み」について，4学級の児童が，3時問とい
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う限られた時数の中で効率的に学べるとともに、
児箪一人一人が主体的に体験学習に取り組むこ
とができるよう、表2に示すタイムテープルを
枡準した。
初めに、体験学習のオリエンテーションを実
施し、学習の内容や注意点について共通理解を
図った。次に 4つの内容を学級毎に学習できる
ようにした。その際、どの内容から学習を始め
ても、またどのような順序で学習を始めても支
障がないように配慮した。そして最後に学習の
まとめを行った。
3.3授業の実際
(1)地震発生の仕組み
この学習では、講師が用意したプレゼンテー
ションを用いて、まずプレートテクトニクス理
論について説明を聞いた。地球内部の構造やプ
レートの動き、プレート境界線での地殻変動等
について学習することができた。また、日本は
プレートの境界線上に位骰することから大きな
地店が多いことも学習することができた。
- 168 -
小学校における体験I¥邪）i災教-(fの'X践と、平価
地哀が起こる仕組みについては、プレート1「ij
士の埓界部分で発生するプレート境界型 （海溝
型）の地店と 、プレートの内部や表肘部で発生
する内陸型の地震について説明を聞いた。
泣後に、図2に示す、こんにゃくを）lいた装
骰による地店発生実験を行った。この実験から、
プレートが動くことによって境界に力が加わる
様子やプレートが元に戻ろうとして跳ね上がる
様子を観察することができた（図3)。
図2 こんにゃくを）Iいた装間
図3 実験の様子
(2)振動台による液状化実験
この学習では、まず、液状化現象とは、地設の
揺れによって建物を支えている地盤（地而）が液
体状になる現象であることを説明してもらい、兵
I庫県南部地震の地捉波を入力した小型霞動振動
台を使用した液状化の実験を行った（図4)。
紺動台には、水とガラスビーズを入れた水梢
を附き、ガラスビーズの表面に建物に少し立てた
図4 液状化実験装i~t
校型を附いて、揺れとともにt如型がどうなるの
か様子を観察した （図5)。そして、地i此によ っ
て液状化が起こる条件は、地下水の水位の状態
や土の状態、揺れの大きさであることの説明を
受け、マンホールが浮く、哨砂、建物の沈下等
の現象について写真や動画で説明を受けた。
さらに、地震の特徴として、地震波にはP波
とS波があること、地震の揺れの長さの特徴、
緊忌地震速報の仕組み等についての説明をlrい
た。ここでは、地震による被害の多くはS波で
発生することや、P波と Si皮の時間差を利川 し
て地i足による被牝を最小にする試みが緊忽地姦
述報に活かされていることを学ぶことができた。
図5 観察した校刑
(3)共振尖験
この学習では、事前に児窟が作成したモデル
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を使用して、児窟一人一人が共振実験に取り組
んだ。大中小3つのモデルを建物の大きさの辿
いに見立て、モデルの揺すり方を変えたり、モ
デルにおもりを付けて韮さによる揺れ方の違い
を調べたりした （図6)。その結果、ゆっくり振
ると大きなモデルが揺れ、小刻みに振ると小さ
なモデルが揺れることを確かめることができ、
同じ地店でも建物の大きさによって揺れ方が異
なることを捉えることができた。
図6 共振実験に取り組む様[,
実験後、同じ地設でも建物によって揺れ方が
迎うことを基に、揺れを小さくする方法につい
て説明を,mいた。ここでは、建物そのものを頑
丈にする耐震、地店のエネルギーを然などに変
換する制娯、地設のエネルギーそのものを建物
に入れない免俎の仕組みについて学習すること
ができた。
さらに、地震の大きさと誤度についての説明
も受けることができた。地設の規模を示すマグ
ニチュードが同 じでも、揺れの程度を示す震度
は場所によって異なること等、地震が起きたと
きの梢報の取り扱いについて理解を深めること
ができた。
(4)火山咬火の仕組み
この学習では、まず、世界の活火山の分布が
プレートの動きやプレートの境界と関係がある
こと、日本には 100を超える活火山があること
等の説明を受けた。また、火山明火に伴う火山
哄出物や山体の崩壊に伴う火砕流等による被害
について学習した （図7)。
図7 火山哄火の仕組みの品明ル
群馬県には5つの活火山があることから、こ
れらの活火山の1ft火の歴史や哨火の特徴、これ
までの火山災害について詳しい説明をlirくこと
で、身近に噴火の可能性が高い火山がたくさん
あることを理解することができた。
最後に、温泉や地熱発遣等の火山活動から受
ける恩恵について学習するとともに、避難の準
備をしておくことの大切さについて話し合った。
4 研究の結果
4つの授業では、学習内容に応じたワークシ
ートを用意し、児童が学習したことや感想等を
記述できるようにした。また、それぞれの学習
のまとめとして、図8に示すワークシートを準
備し、「今日の学習で一番心に残ったこと」、「学
習を通して考えたことや分かったこと」、 「学習
したことで、これからの日常生活で生かせそう
なこと」を記述させた。児童の記述をまとめた
ものを表3-1、3-2、3-3にそれぞれ示す。
表3-1に示した 「今日の学習で一番心に残
ったこと」では、液状化実験や共振実験と答え
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図8 学習のまとめを記述した
ワークシート
表3-1 学習で一番心に残ったこと
学習内容 人数顎合（％） 主な理由
地震発生の 32 22 大地が動いていること
の仕趙み 地口が起こる仕組み
饂の怖さ•恐るしさ
饂の阻の対処法
液状化実験 38 26 P波とS波があること
地匿波の威力
罷物の甚礎の重要性
液状化現象の怖さ
液状化による被害
共振実験 34 23 災吾時の崇早い行動の大切さ
建物による謡れ方の違い
火山噴火 28 1 9 火山災習の恐ろしさ
の仕組み 火山の構造
火山啜火の仕組み
全 部 1 6 1 1 自然災害の怖さ
自然の恐ろしさ
災吾時の冷静な行動
た児童が多かった。理由として、液状化実験と
答えた児童は、地箆による液状化現象によって
建物や橋が壊れたり、マンホールが飛び出たり
する映像が強く印象に残ったことを挙げている。
また、共振実験では、地能の際、建物によって
揺れ方が全く異なることに驚きを感じた児童が
多かった。
地裳発生の仕組みや火山噴火の仕組みについ
ては、仕組みそのものが分かってよかったとい
う記述が多かった。
表3-2に示した「学習を通して考えたこと
や分かったこと」では、自然災害は防げないこ
とやとても身近な現象である等、自然事象とし
て理解したことを記述する児童が多かった。ま
た、避難訓練も含め、日頃の備えが大切である
という記述が多く見られた。一方で、温泉や発
電など、火山活動に伴う恩恵があることを強く
考えた児童もいることが分かった。
表3-2 学習を通して考えたことや
分かったこと（複数記述）
考えたことや分かったこと 人散割合（％）
【自然事象の理鰯】
自然災吾は突然起こること、防げないこと 58 39 
自然災吾は射tであること 42 28 
自然に対して人間は無力であること 8 5 
液状化現象の仕組み 7 5 
眩なとこるに火山があること 6 4 
【今後の取り絹み】
B頃の儲えの充実 60 41 
災晋に還わせた行動をとること 22 15 
置訓練の取り餓み 5 3 
【自然の恩裏】
温泉、発電などの恩翠を受けていること 1 4 ， 
火山の恩題が大きいこと 1 2 8 
［これから学習したいこと】
地や火山唄火の予知 3 2 
表3-3に示した「これからの生活に活かせ
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そうなこと」では、災害が起こる前の取り組み
として、避難袋避難グッズを準備する、避難方
法を確認する等の記述が多く見られた。また、
災害時の取り組みとして、正しい情報を得るこ
と、油断せず、落ち着いて行動すること等の記
述が見られた。
表3-3 これからの生活に活かせそう
なこと（複数記述）
これからの生活に活かせそうなこと 人致割合（％）
【災吾前】
いつでも避難できる準備 50 34 
蓋難袋、避難グッズの用怠 32 22 
韻場所、韻方法磯認 1 9 1 3 
家の点検、家族で避難方法の共通理解 6 4 
【災害時】
ニュー スを見る、岡くこと 22 1 5 
油断のない安全な行懃をとること 8 5 
落ち若いて行動すること 6 4 
P波（最初の揺れ）で机の下に潜る 6 4 
緊急地言速報で慌てず行勁する 5 3 
災吾に応じて臨機応変に対応する 2 1 
【その他】
地巨や火山噴火、災害の理解を深める ， 6 
耐畏、免臣の家を登てる 2 ， 
5. 考察
5. I体験型防災教育の内容について
本実践の内容では、表3-1に示したとおり、
地箆発生の仕組みや液状化実験、共振実験の印
象が強かったことが分かる。液状化実験では、
児童がこれまでに見たことのない、建物や橋が
壊れたり、マンホールが飛び出たりする映像が
見られたことや、これらの映像と、液状化実験
によって家に見立てた模型が倒れる様子とが重
なり合い、液状化現象そのものの理解を深めら
れためと考えられる。また、共振実験では、地
窟発生の仕組みの理解を基に、モデルを使った
実験を行ったことで、建物によって揺れ方が全
く違うことを、児童が自分の生活と結び付けな
がら理解することができたためと考えられる。
しかし、児童のワークシートを見ると、地擬
や火山噴火の怖さや恐ろしさについての記述も
多い。地巽が発生したり、火山が噴火したりす
ることの怖さや恐ろしさについて学習させるこ
とは必要であるが、そのことに留まることなく、
地挺の多い国に生きていくための工夫や火山活
動による恩恵等についても今まで以上に学習内
容に取り入れていく必要がある。
5.2防災意識の高まりについて
本実践では、体験学習によって、児童の防災
意識の高まりを検証することを目的としている。
表3-2に示すとおり、多くの児童が、自然災
害はとても身近であることや災害は突然起きる
こと、防げないこと等、自然事象としての災害
については理解を深めることができたと考えら
れる。また、災害から身を守るためには、日頃
の備えが大切であることも理解できたと考えら
れる。
表3-3に示したこれからの生活に活かせそ
うなことを見ると、日常的に避難の準備をして
おくこと、避難する方法を家族で話し合ったり、
自分で確認したりしておくことを挙げている児
童が多い。
しかし、避難の準備をすることの必要性は感
じているが、避難袋や避難グッズの準備などの
具体的な取り組みを記述している児童は少ない。
今後は、避難の準備や避難の仕方についても指
導内容に取り入れていく必要がある。
また、児童のワークシートを見ると、災害時
に活かせそうなことを記述した児童が少なかっ
た。記述されていても、安全な行動をとる、落
ち藩いて行動する等の記述に留まっている。防
災意識を高めるためには、防災に関わる日常的
な取り組みとともに、避難時の行動等について
も体験学習の内容に組み込んでいく必要がある。
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6. まとめ
本研究では、土木工学との関連を図り、児童
の防災意識を高める目的で授業を構想し実践を
試みた。体験学習に取り組んだ児童の様子やワ
ークシートヘの記述等から、児童の防災意識は
高まったと考えられる。
筆者らは、平成20年度より土木学会キッズプ
ロジェクトと連携し、土木工学の専門家の支援
を受けた体験型の防災教育を計画し、実践して
きた。実践当初の内容は、国土交通省の自然災
害体験車を活用した災害疑似体験による自然災
害の危険性を知る学習、共振実験による同じ地
裳でも建物によって揺れ方が違うことを捉える
学習、振動台による液状化実験による地箆の特
徴や揺れ方を知る学習の3つであった。実践を
通して、児童は地箆発生のメカニズムについて
学ぶことを望んでいることや、活火山の多い地
域に住む児童にとって火山活動に関わる防災に
ついても学ばせる必要があることなどを考慮し
て、学習内容を検討し、改善を重ねてきた。今
回の実践からさらに課題を整理し、今後も実践
を検討していきたい。
謝辞研究を進めるにあたり、本実践を受
け入れていただいた群馬県公立小学校の先生方
には、事前の打ち合わせから準備、ワークシー
トのとりまとめ等で大変お世話になった。また、
本実践に対する有益なご指導、ご助言をいただ
いた。ここに深甚の謝意を表する。
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SUMMARY 
Japan is prone to natural disasters. and it is 
becoming increasingly essential to provide 
disaster prevention education in formal educa-
tional settings. This text evaluates the effec-
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tiveness of a hands-on disaster prevention 
training class that was held for sixth grade 
elementary school students. The class was held 
in cooperation with civil engineering specialists, 
and the class featured information on the 
mechanisms that cause earthquakes, an ex-
periment on liquefaction, an experiment on 
resonance, and information on the mechanisms 
that cause volcanic eruptions. A仕erthe class 
ended. its practices were evaluated based on 
the attitude of students during the lesson and 
the description in the worksheets. It was pos-
sible to verify that these practices were efec-
tive in increasing learner awareness of disaster 
prevention. 
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